
  

10 月 22 日 神戸市長選  

夢と希望がかなう 

神戸へチェンジ！ 
 
 
 

 
 
 
 

「市民に約束する『公約』。守るべきも
のではないのか。」－5 月 25 日の神戸新聞

が 1 面で、久元市長のこどもの医療費無料化

の「公約撤回」を大きく報道(下図)。 

 久元市長は「限られた財源の中で持続可能

な制度とするため、利用者の自己負担を求め

る」としています。一方、高校卒業まで無料

にする小野市の市長は市民の意識は高く医療

費は増えていない」としています。 
 新聞記事は「公約と現実の行政を見比べる

有権者の『目』も試される」と結んでいます。 

（＊） 

（＊）日本共産党神戸市議団が 3 月に行ったアンケート 4200
人が回答（市議会だよりから転載させていただきました） 

中学３年まで無料の自治体 


